
 

 

 

 

 

 

23日(木)ＬＨＲ時に、人権問題にも関わるスマートフォンやインターネットの扱いについての情

報モラル研修を１年生全員で行いました。これからの世紀には差別・侵害を考える視点として「す

る・しない」という個人の行動から考えるだけでなく、差別・侵害が「ある・ない」という社会の

現実を捉える必要性が大切になります。そして、私たちが社会にどう向き合うか、どんな社会を目

指したいのかも合わせて考える時間としました。ネット･スマートフォンに関わり、コミュニケー

ションへの影響、ネット･スマートフォンに関わって実際に起こっているトラブルやネット依存に

関する現状について、情報担当の先生から話をしていただき、ソーシャルメディアに没入する動機

として、孤独感がいやされる。自分の心情や考えを多くの人に知ってもらえる充足感がある一方で、

親しいグループから仲間はずれにされる。影で悪口を言われたりするのではないかという不安が発

生していること等の様々な話があり、インターネット上におけるマナー、著作権法、個人情報保護、

ソーシャルネットワークサービスに潜む危険性などにおける具体例を丁寧に話していただき、相手

に対して大切なことはいつの時代も変わらないことについて話していただきました。 
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